
 

 

平塚市のマンホールカードと七夕デザインのカラーマンホール 

 

市民の皆さまに下水道への関心を高め、理解を深めていただくために、 

広報紙を作りました。 

下水道は、暮らしを支える身近で重要な存在です。 

創刊号では、平塚の下水道の今とこれからをお伝えします。 
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下水道の仕組み・役割 

 家庭や事業所などで使って

汚れた水（汚水）は、道路の

下の下水道管に流れ、汚水を

きれいにする施設（四之宮

水再生
みずさいせい

センター）に運ばれて

いきます。 

 下水道があることで、汚水

が直接街に流れなくなりま

す。街が清潔に保たれ、害虫

や悪臭の発生防止にもつなが

ります。 

 街に降った雨水を、道路側

溝や雨水ますから集水し、雨

水管を通して速やかに河川へ

流し、浸水被害を防ぎます。 

 また、浸水が予想される区

域や浸水の深さを示した内水

ハザードマップの公表などの

取り組みもしています。 

 汚水は神奈川県の施設であ

る四之宮水再生センターで汚

れの除去や微生物処理など、 

さまざまな処理をされ、排水

基準を満たしたきれいな水に

してから川に戻されます。 

 下水道があることで、海や

川に汚水が流れていかないた

め、水環境を守ることができ

ます。 

 下水道は、快適な日常生活を送るために必要不可欠な存在です。下水道の機能を最大限に生か

し、将来にわたって使用していくためには、油やごみ、薬品類を流さない、トイレにはトイレッ

トペーパー以外流さないなど、下水道を使用する皆さまの意識や行動が大切です。下水道を正し

く使うよう心掛けましょう。 

出典（イラスト）：（公財）日本下水道協会 

四之宮水再生センター 内水ハザードマップ 

家庭 

事業所など 

ポンプ場・水再生センター 汚水 

雨水 
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下水道事業の経営 

 下水道を快適に使用していくためには、市内約1,200kmの下水道

管の清掃や点検・修理など、メンテナンスが必要です。 

 また、四之宮水再生センターでの汚水処理などにもさまざまな費用

がかかります。 

 下水道使用料は、このような維持管理費に使用しています。          

 平塚市の下水道施設は、昭和60年頃からの約20年間で集中的に建設が進み、現在は約99％整備

が完了しています。今後は災害対策や老朽化に伴う更新投資、維持管理費用などが増加していく見

込みです。 

 財源の中心となる下水道使用料は平成20年度以降据え置いていますが、節水型社会の定着など

により、収入額は近年減少しています。人口動向に比例して、今後ますます減少していくことが予

想されます。 

 令和4年度決算では約3億2

千万円の黒字を計上したもの

の、このままでは将来的に資

金が不足してしまう可能性も

あります。 

 下水道を将来にわたって使

用していくためには、一層の

経費削減に努めた上で、 

「つなげる時代」に対応した

使用料のあり方を検討してい

く必要があります。 

つくる時代 

災害対策 

老朽化 
対策 

普及率 
向上を目指す 

人口増加 

建設 
ラッシュ 

人口減少 

平塚市 

(一般会計) 

 平塚市の下水道事業は、 
“地方公営企業”といって、 
使用料収入をもとに経営を 
しています。 
 一部を除き、基本的には 
税金を使うことができません。 
これを「独立採算制の原則」 
といいます。 
 

平塚市 

下水道 

（企業会計） 

ワンポイントメモ 

下水道がある快適な生活環境を次世代につなげましょう！ 

出典（推計額）：「平塚市下水道事業経営戦略」（令和３年３月策定） 

新型コロナウイルス感染症の影響により減少 

下水道使用料は下水道の維持管理に使っています 

経営は厳しくなる見込みです～下水道はつくる時代から「つなげる」時代へ～ 

維持管理費 

●施設のメンテナンスに 

 必要な費用 

●光熱水費など 

建設改良費 

●浸水対策工事 

●老朽化に伴う更新工事 

●新たな施設の建設など 
 

 下水道 

使用料 

 国庫 

補助金等 

 
企業債 

(借金) 

一般会計 

負担金等 
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 平塚市 土木部 下水道経営課・下水道整備課     令和６年３月  発行 
 〒254-8686 平塚市浅間町9番1号 

 電話：0463-23-1111（代表） 

 https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/machizukuri/gesui.html 

平塚市からのお知らせ 

異常を見かけたら 
 皆さまのご近所で、下水道や水路などの異常・ 

損傷を発見したときは、お手数ですが下水道整備 

課までご連絡ください。         

        下水道整備課 維持管理担当 

            電話：0463-23-1111 

             ※市役所代表番号 

               夜間・休日も受付    

      

      異常を発見したら 

排水設備工事は 

平塚市公共下水道指定工事店で！ 
 宅地内の排水設備工事は、平塚市の公共下水

道指定工事店でなければ施工できません。 

   

     下水道経営課 排水設備担当 

        電話：046３-21-8785 

 

        

        指定工事店 

マンホールカードを配布しています！ 
 四之宮ふれあいセンター(平塚市四之宮四丁目 

19番2号)でマンホールカード（表紙写真）を配布

しています。七夕と海がデザインされたカラーマ

ンホール蓋のカードです。蓋は、市内の中心街な

どに設置されているので探してみてくださいね！ 

下水道経営課 総務担当   

電話：0463-21-8786 

                

              マンホールカード 

下水道を正しく使いましょう！ 
 下水道管の詰まりや傷みの原因になりますので、

次のものは流さないようにしましょう。 

台所：野菜くず、食用油など 

トイレ：紙おむつ、生理用品など 

 また、大雨時の浸水を防ぐため、 

雨水ますが落ち葉などで詰まらない 

ように、いつもきれいにしておきま 

しょう。 

    下水道を正しく使いましょう 

 平塚市の公共下水道使用料は、農業集落排

水や浄化槽の区域を除き、上水道料金と合わ

せて神奈川県企業庁が徴収しています。 

 

 下水道を将来にわたって使用していくため

に必要不可欠な使用料について、水道メー

ターの点検時に投かんされる「上下水道使用

量のお知らせ」で確認しましょう。 

 

 原則、上水道を使った量がそのまま排水量

として認定されます。 

 

 農業集落排水や浄化槽を使用中の方は、上

水道のみが印字されます。 
 
 

 

 

  

お知らせの見かた 

「上下水道使用量のお知らせ」の見かた 
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